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＜連絡事項＞

・11/19～11/23永年勤続者海外研修の為、病院長・佐藤AOM不在となります。

・明日、11月分ツ反実施予定です。

　対象者→古里勝友様・向谷地吉幸様・林田鶴子様・久保清美様・藤井博様・石塚文明様

・風邪・インフルエンザが流行する季節になります。面会があった際は説明し、咳などある方へは面会を手短に済ませていただくなどし、院内の蔓延に注意してください。

・感染対策管理委員より

11/12（月）・13（火）・14（水）にインフルエンザ予防接種を行いましたが、病院長より“接種されていない患者様へ再度、接種の呼びかけを行うように。”との指示がありました。

東Ｇ未接種→小笠原久年様，奥寺徹様，高間木八男様，木村格治様，

　　　　　　　鳴瀬裕之様，石塚文明様，中澤匠様，長根斑男様，

　　　　　　　中野英男様

以上の方々のうち既に接種済みの患者様がおられましたら、感染対策管理委員へ連絡をお願い致します。

ご本人への呼びかけ・ご家族への連絡を再度行って頂き、体調等にもよるとは思いますが、2人ペアで随時実施していきたいと思います。また、11/14（水）以降に入院された患者様や今後入院される患者様に対しても、ワクチン未接種の患者様には2人ペアで実施していきたいと思います。

各病棟Ｇの感染対策管理委員を中心に、実施していきますので、ご協力宜しくお願い致します。

・以前実施した、疥癬についてのアンケートの集計結果をメール添付して送信しています。各自確認してください。

＜患者様連絡事項＞

中里　裕次郎様～本日、ご家族・南山苑　谷地AOM・下平SWにて面談実施しています。

　　　　　　　　日常生活状況について情報提供しています。

久保　清美様～本日、内科診察にて、11/21水曜日、日内変動、11/22木曜日、朝食前血糖値測定の指示あります。朝食前血糖値測定日には、体重測定も行うよう指示があります。忘れずに行うようにして下さい。

藤井　博様　～本日、田名部Dr.診察予定です。皮膚の乾燥・下肢の浮腫について本人話されていますので、主治医へ情報提供していきます。

　　　　　　　

＜要注目患者様＞

・野村　理幸様～昨日、本日と朝食後より床をこぶしで殴る・戸を蹴る・床に寝そべる等の粗暴行為・奇異行動みられ一次的にAユニットにて様子観察しています。朝食・服薬の拒否はなく午後には落ち着かれていますが今後も要観察していきましょう。本日、父様面会あり「本人がイライラすると話している。家に帰ると言うので退院させたい。」と話されています。主治医との面談希望あり、主治医へ確認し、明日10時より面談予定となっています。御家族様への連絡は済んでいます。

・林　田鶴子様～11/17 16:00頃より大声を出し、他者を威嚇するような行為がありました。独語・妄想活発な為、引き続き要観察していきましょう。

＜川端Dr.ケースカンファ＞

・佐々木　利男様～意識清明。主治医診察時、茶かんてん摂取し、咀嚼・嚥下状態良好の為、明日朝より、ミキサー食より開始となります。摂取状況(むせ込み等)に注意し、むせ込みがひどい場合はすぐに中止して下さい。明日の朝食・昼食の摂取状態を観て、点滴の指示を出すそうです。また、肺炎が完治していない為、発熱・酸素飽和濃度の低下に注意して下さい。　　　　　　　　

・大渡　福蔵様～現在、ミキサー・トロミ食ですがむせ込みなく摂取できている状態です。その為、粥・キザミへ変更となります。介助にて摂取していただき、むせ込み等あるようであればミキサー・トロミへ戻すとの事です。摂取状況の観察をしていきましょう。

　　　　　　　　明日から、抗生剤（サワシリン）が5日分継続処方となっています。サワシリンは飲み切り中止とし、来週月曜日（11/26）尿検査の指示が出ています。

・駒木　学様～　鳴瀬様に対し粗暴行為みられています。本人は「驚かせば、徘徊が止まるかと思った。」と話されています。幻聴→被害妄想→粗暴行為という経過をたどる方なので引き続き要観察していきましょう。訴えのない場合でも、常に幻聴や幻臭のある方です。陽性症状に常に注意が必要との事です。また、精神状態が悪化すると宗教関係の本や、言葉を調べたりといった行動が現れますので要注意して下さい。

・玉井　悠策様～現在、南病棟満床ですが、空床ができたら南AユニットかBユニットで転棟を検討しているとの事です。

・杉澤　恵子様～統合失調症の方ですが、基本的な対応は知的障害の方と同じような対応で良いとの事です。嗜好品要求が頻回で、主治医診察し、コーヒーは3回/日、各食後とします。血圧3検となりましたので、忘れずに行って下さい。

・阿部　文香様～11/25（日）外出予定です。主治医より母様と話がしたいと話されています。主治医在院のときに母様の面会があった際は主治医へ連絡をお願いします。急ぎではない為、外来診察中や他病棟定期診察の際は連絡をしないで下さいとのことです。

　　　　　　　　右口角炎が悪化傾向にある為、各食後アフタゾロンを塗布するよう指示があります。

・砂葉　良子様～3日以上排便ない日が続いた際は、3日目の午後には浣腸をするようにとの事です。

＜新入院患者様情報＞
倉橋　生子様　　56歳　　統合失調症

　　入院形態:医療保護入院

　　主治医:田名部先生(指定医:川端先生)

　　病棟:東Aユニット　個室（8号室）

　　青森労災病院神経科からの情報提供書持参。警察官に同行され妹夫妻・保健師同伴で受診。

　　当院2回目の入院。(1回目　S52.4.10～S53.2.22)　退院後は、青森労災病院神経科に定期的に通院していました。平成19年10月頃より不眠や隣家の住人に対しての被害妄想が強くなり、警察にも何度か通報するなどの行動が見られ家庭での生活が困難となり地域の保健師から精神科での入院を勧められ入院歴のある当院に入院治療目的で受診。家族は入院治療を希望しているが医師の説明に本人は拒否している為、入院の同意が得られないことから医療保護入院となっています。

　　診察中は、問われた事に声高に話されているが、入院治療の説明には「何年も入院するのは嫌だ!」など拒否が強く見られていました。しかし、症状の改善を見ながら短期入院の予定である事や日中の過ごし方などについての説明に「気持ち落ち着くまで入院するか」との発言が聞かれています。

　　入院後病棟内では、落ち着きなく動かれています。「Aユニットにいると具合が悪くなる」と話され、Aユニットより出て行くことあり介入要しています。離院に注意して下さい。

貧血傾向で、朝、貧血の薬があるとの事です。ふらつき、顔色の観察等、密にし身体症状も観察して下さい。













